



















































EbT+EITydy T,,ハ VoT dy
I/(I)-
1+y2 dt' '＼vJ vW dt
ここでy(i)はtに関して単調増加する任意の関数である｡さらには以上の議論を多準位系へ拡張
することも可能である｡
ここではモノドロミ-を利用した非断熱遷移確率の計算について議論を行ったがこの手法の紘
張やストー クス現象との関わりについてが将来の課題である｡この講演は､中村勝弘氏(大阪市立
大学)とM.1akshmanan氏(Bharathidasan大学)との共同研究に基づいている｡
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